
いろいろ小田原とは？ 

小田原には古くからたくさんの文化が花

開き、現在も活気ある活動が続いていま

す。そんな小田原のアレコレを見つめた

レポートをもっと多くの方に！という願

いを込めて発刊しています。 

ペア券：バルコニー席は、ゆったり鑑賞できるペアシート仕様で密かな人気。お得なペア割チケット 

    が販売されることも。（２階の一部に見切れる（舞台の端が一部見にくい）席もあります） 

年齢割：18歳 ・ 25歳以下など若者対象の割引チケットや、シニア割チケットが発売される公演も 

    あるので要チェック！ 

プロも絶賛！三の丸ホールの響き  アーティストの方々よりうれしい声が届いています。 

あきこ 

２年前の「ピアノ開きコンサー

ト」以降、多くの演奏者の魂が吹

き込まれ、ホールが心地良く響

き、私たちと一緒に成長している

のを確信しています。三の丸ホー

ルは、私の安心できる空間です。 

（ピアニスト：中根希子さん） 

編集長・じんちゃんメモ 

三の丸ホールのお得情報 

撮影：石塚幸男  
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「難しいのでは？」と思ってしまいがちなクラシック音楽。ですが一度生演奏

（ライブ）を聴いたらその魅力の虜となること間違いなし！ 小田原ではクラ

シックコンサートをライブで聴ける機会がたくさんあります。今号は、三の丸

ホールを中心に、小田原ならではのクラシックの楽しみ方をご紹介します。 

いわお 

最高の響きの旧ホール（令和３年７

月閉館の小田原市民会館）から新し

く生まれ変わった三の丸ホール。響

きは申し分無く、毎年２回演奏しな

がら自分の技術を導いて貰えるよう

な気がしています。      

（ヴァイオリニスト：古澤巖さん） 

数値が語る音響の魅力   

2秒が最適といわれるクラシック音楽の残響。大ホールの残響時間は2.1秒。その秘密は壁面にあります。小

田原産木材とタイルを組み合わせた内壁が、柔らかさと力強さをあわせ持つ複雑な響きを生み出すのです。                                               

※残響時間：音が生まれて残った響きが消えるまでの時間  資料提供：株式会社永田音響設計 

※ 

 
三の丸ホール   

施設情報 

ＲＩＥ 子連れでクラシックデビュー！           

小田フィルの「ファミリーコンサート」 

小田原フィルハーモニー交響楽団が、親子を対象に「0

才からみんなで楽しむファミリーコンサート」を定期的

に開催しています。私も当時5才の息子とクラシックデ

ビューしました！ 子どもたちになじみの名曲を、生の

オーケストラで、しかも多少ぐずっても大丈夫な環境で

楽しむことができる最高の機会！ 2024年も開催予定だ

そうです。 

きよ 
大ホールだけじゃない！            

小ホールでもクラシックデビュー 

音響の良さはもちろん、なんといってもアーティストと

の距離が近いのが魅力の小ホール。たとえば人気ヴァイ

オリニスト石田泰尚さんの公演は２年連続チケット完

売！小ホールもアツいんです。ご注目ください。 

石田泰尚さんの公演レポートはコチラ 

 これいいね！ 

３ 

撮影：株式会社エスエス 島尾 望 
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「かもめコンサート」は２０１３年に発足し、三の丸

ホール小ホールで年２回ほど開催しています。出演者は

小田原・西湘ゆかりの若手演奏家です。若い音楽家に演

奏を通じて、コンサート経験を積んでいただき、かもめ

のように小田原か

ら世界へ羽ばたい

ていくことを願っ

ています。 

QR 

小田原三の丸ホール 

小田原市本町1-7-50 

開館時間：9～21時  

休館日：第1・3月曜日(祝日の場合は翌日以降の最初の平日) ・ 年末年始（12月29日～１月３日） 

-レポーターが注目するホール情報をシェア- 

注目ポイント③ ： 練習室 

三の丸ホールは、吸音設備が整ったコンパクトな練習室を３部屋完備。練習室Ａには

世界三大ピアノのひとつ「ベーゼンドルファー」のアップライトピアノ（寄贈品）

が、練習室C（写真左）にはドラムセットやアンプ等が設置されています。レンタル

料も比較的安価であるため、学生から大人まで気軽に練習することができると人気で

す。練習室は、２階の公演情報スペース奥にあります。実際に楽器に触れ、音楽の楽

しさを体験してみてはいかがでしょうか。 

若い音楽家たちを支援する 

かもめコンサート         備堂能満 

チケットをもぎり、案内や扉の開閉まで、テキパキと

こなす、制服姿のレセプショニストをご覧になったこ

とがありませんか。小田原文化サポーターの皆さんで

す。三の丸ホールを中心に活動する有償ボランティア

です。今では、プロの方々にも評価していただけるよ

うになった、そ

の活動は…。  

(続きはブログで) 

レセプショニスト 

市民ボランティアが大活躍 

 
ブログはコチラから 第18回リサイタル  撮影：広目子 

 
イベントカレンダー 

                  いいだ 

約8千〜1万の部品からなる楽器・ピアノの音色を美し

く保つには、確かな技術と経験豊富な調律師の存在が欠

かせません。小田原三の丸ホールには4台のピアノがあ

り、登録制の調律師が、定期メンテナンスや公演当日の

ケアを担当します。演奏者や楽曲に合わせて楽器を調整

する調律師のお仕

事とは!? 

調律師の皆さんのお話 

ピアノの守り神!? 

 
続きは、          

三の丸ホールブログへ 

          

子連れのコンサートは、ハードルが高いと感じることも

ありますよね。三の丸ホールは、子連れにうれしい施設

が備わっています。1階受付奥のキッズコーナー（未就

学児対象）は、いろいろなところに“音”が楽しめる仕

掛けが施されていて、子どもたちに大人気！ 清潔な授

乳室やおむつ替え

台もあります。 

撮影：株式会社エスエス 島尾 望 

ママ・パパ大助かり！ 

キッズコーナー 

 
ブログはコチラから 

ＲＩＥ 

こうもくし びんどうよしみつ 


